
数 学 

 

１ 研究のテーマ 

 (1)研究テーマ 

   組織的な授業改善の推進 

〜新学習指導要領の円滑な実施を見据えた主体的・対話的で深い学びの視点からの学習過程の実践〜 

(2)研究のねらい 

新学習指導要領で重視している主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を通して、各教科等

における資質・能力を確実に育成する上で、学習評価は重要な役割を担っている。 

本研究では、学習評価の二つの側面である「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」を区別し、特

に「指導に生かす評価」に焦点を当てた。評価した結果を授業展開の分岐や授業の振り返りに行う確認

問題の選択などに生かすことで、生徒の実態に応じた指導の実現をねらいとした。 

 

２ 実践事例 

(1)単元の指導と評価の計画 

① 科目名：数学Ａ 

② 単元名：約数と倍数(最大公約数・最小公倍数) 

③ 単元の目標：最大公約数・最小公倍数についての理解を深め、それらを事象の考察に活用できるよ 

うにする。 

④ 単元の評価規準 ａ：関心・意欲・態度 ｂ：数学的な見方や考え方 ｃ：数学的な技能 ｄ：知識・理解 

⑤ 単元(題材)の指導計画 

次 時 学習内容及び学習活動 

評価の観点 

評価規準 評価方法 a b c d 

１ １ 

〇最大公約数・最小公倍数 

・２数の最大公約数・最小公倍

数を求める。 

 ○  ○ 

ｂ 最大公約数・最小

公倍数を多面的に考

察 す る こ と が で き

る。 

d 最大公約数・最小

公倍数の意味を理解

している。 

 

単元テスト 

２ ２ 

〇最大公約数・最小公倍数の応

用 

・３数の最大公約数・最小公倍

数を求める。 

・既知である最小公倍数から２

数を求める。 

 ○   

b ２数の最小公倍数

は２数の素因数の全

てを因数とすること

を理解し、それを利

用して問題を考察す

ることができる。 

単元テスト 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

・最大公約数・最小公倍

数について関心を持ち、

それらを事象の考察に活

用しようとしている。 

・最大公約数・最小公倍

数について、多面的に考

察したり、それらを事象

の考察に活用したりする

ことができる。 

・最大公約数・最小公倍

数に成り立つ性質を利用

して、事象を数学的に処

理したり、互いに素な整

数の性質を利用して、命

題を証明したりすること

ができる。 

・最大公約数・最小公

倍数の意味や、互いに

素について理解し、基

礎的な知識を身に付け

ている。 



３ ３ 

〇互いに素 

・互いに素について理解し、命

題を証明する。 

  ○ ○ 

c 互いに素な整数の

性質を利用して、命

題を証明することが

できる。 

d 互いに素について

理解している。 

 

単元テスト 

４ ４ 

〇最大公約数・最小公倍数の性

質 

・２数の最大公約数・最小公倍

数が既知のときにその２数を

求める。 

  ○  

c 最大公約数・最小

公倍数に成り立つ性

質を利用して、２数

の最大公約数・最小

公倍数が既知のとき

にその２数を求める

ことができる。 

 

単元テスト 

 

ワークシート

の分析 

 

５ ５ 

〇単元の振り返り 

・振り返りシートの記入 

・単元テスト(１次から４次の

内容) 

○    

a 最大公約数・最小

公倍数について関心

を持ち、それらを事

象の考察に活用しよ

うとしている。 

 

振り返りシー

トの分析 

 

⑥ 授業実践例 

学習活動と内容 指導上の留意点 
評価の観点 

(評価方法) 

(導入)10分 

1.小テストの確認をする。 

○整数の性質の導入で行った小テストの問題を再

度解き直させ、中学校までに学習した内容を見

返させる。 

○小テストをGoogle フォームで行い、そのテス

トの結果から、(展開①)及び(展開②)の時間を

調整することもある。 

 

○この小テストは、

「指導に生かす評

価」として実施す

る。 

(展開①)15分 

2.グループで導出方法を考 

える。 

 

・素因数分解を利用して、

最大公約数・最小公倍数

を求める。 

○素因数分解を用いることで、どのように最大公

約数・最小公倍数を求めることができるのか、

グループで検討する。 

○机間指導の際に、話合いが進んでないグループ

には、段階的にヒントを与える。 

○この際、話合いが停滞しないように、適宜、問

題を追加することで共通点の考察を促す。 

 

d 知識・理解 

最大公約数・最小

公倍数の意味を理解

している。 

(５次に実施予定の単

元テスト) 

(展開②)15分 

3.最大公約数・最小公倍数 

について、多面的に考察 

する。 

 

・素因数分解を利用せず、

最大公約数・最小公倍数

を求める。 

○素因数分解を用いずに最大公約数・最小公倍数

を求める方法(ユークリッドの互除法につなが

る方法)について考察させる。 

○あえてここで扱うことの理由を考えさせる。最

大公約数・最小公倍数を形式的に求めることに

偏ることのないよう、適切に説明する必要があ

る。 

○教科書の問題について、両方の考え方で演習さ

せる。 

 

ｂ 数学的な見方や考

え方 

最大公約数・最小

公倍数を多面的に考

察することができ

る。 

(５次に実施予定の単

元テスト) 



(振り返り)10分 

4.本時の内容を振り返る。 

○本時の内容の理解度を確認する問題は、生徒

の(展開①)及び(展開②)の取組状況に応じて

選択できるように、様々な問題を用意してお

く。 

 

○「記録に残す評

価」としては、５

次に実施予定の単

元テストにより評

価する。 

○本時の内容の振り

返りの結果を「指

導に生かす評価」

として、２次以降

の指導に生かす。 

 研 究 実 施 校：神奈川県立金井高等学校(全日制)

 実 施 日：令和３年10月22日(金) 

 授 業 担 当 者：三澤 嘉嵩 教諭 

 

(2)主体的・対話的で深い学びの視点に基づく指導と評価のポイント 

   「主体的な学び」の実現には、自分事の課題を、見通しを立てて取り組み、その過程を振り返るこ

とで自らの学びを自覚するようなサイクルが大切であると考えた。また、「対話的な学び」の実現に

は、他者と力を合わせて解決するような課題設定が大切であると考えた。そして、「深い学び」の実

現には、数学的な見方・考え方を働かせながら、問題の条件を変えるとどうなるかなど、発展的に考

えさせるように展開していくことが大切であると考えた。これらを実現するためには、生徒の学びの

状況を適切に見取り、その根拠を基に授業改善を積み重ねていくことが必要である。さらに、新学習

指導要領において、学習評価の改善が強調されていることから、今回の研究では、日常行っている

「テスト」や「机間指導」を通して行った評価を、どのように「指導に生かす」ことができるのか検

証し、考察することとした。 

   本授業では、「事前に実施した小テスト(別紙１)」と「授業を受ける生徒の取組の観察」を基に

「指導に生かす評価」を行い、授業内に三つの分岐点を設定した。ここでの分岐点とは、授業の展開

を固定的なものとせず、複数の展開を想定し、状況に応じて適切に選択することで、より目標の実現

に効果的な授業を実践しようとするものである。 

    第一の分岐点は、小テストの正答率と、生徒が     

記述した途中式を生かした授業問題、指導法の設  

定である(図１)。生徒の正答率が低い問題を中心 

に扱ったり、生徒が書いた途中式を基に、どのよ  

うに問題を捉えているのかを見取り、教師の声か 

けにつなげたりすることで、効果的に授業を行う 

ことができた。 

例えば、最大公約数・最小公倍数の問題は正答 

率が低かったことに対し、素因数分解の知識を問 

う問題の正答率は高かったことから、理解度の高  

い素因数分解を利用しながら最大公約数・最小公 

倍数を考えることを促す活動を行った。 

また、授業の冒頭で最大公約数・最小公倍数の 

項目における生徒の正答率を具体的に示すこと  

で、生徒自身が結果を振り返りつつ、それを基に  

授業が組み立てられているという実感を得られる 

よう工夫したことで、本時の課題に意欲的に取り 

組む態度を促すことができた。小テストの結果に 

より自分自身の理解度を捉えること、また、他者 

との解き方の違いを考えることで自分事として 

「主体的な学び」を促す効果があったと考える。 図１ 小テストの正答率と生徒の記述 



 

  第二の分岐点は、素因数分解 

を利用した最大公約数・最小公 

倍数の問題の解法のまとめにつ 

いての指導法である。授業計画 

を練った当初の予定では、教師 

主導でまとめを書かせる予定だ 

ったが、授業を受ける生徒の取 

組(「集合の考え方も使えるの 

ではないか」などの発言)の観 

察により、生徒が主体的に考 

え、理解しようとする姿勢が顕 

著に見られたことを踏まえ、生 

徒自身の言葉でまとめを書かせ 

るよう変更した。実際に授業を 

受ける生徒の様子は、様々な条 

件によって変化しうるものであ 

り、授業を行う中で最も良いと 

思われる手法を選び、授業を展 

開していく。今回は、あらかじめ、生徒の達成状況により二つの展開を想定しておくことで、目の前

の生徒に最適な授業展開を選択することができた。さらに、生徒自身の言葉でまとめさせることによ

り、指数という言葉を使ったまとめ方や、集合の考え方を用いた説明などが出され、全体に共有する

ことができた(図２)。他者の考えを聞き、課題に対する自らの考えを記述している様子から、「対話

的な学び」を通して、知識を相互に関連付けてより深く理解する「深い学び」の実現に向かったもの

と考える。 

 

第三の分岐点は、本時を総括する振り返り問題において、ハイレベル問題、基礎問題の二つを用意

しておくことである。その時間の生徒の達成状況を見ながら、教師が問題を選択したり、生徒自身が

問題レベルを選び、解いたりす

ることを想定している。そのた

め、振り返り問題はプリントに

載せず、ＩＣＴ機器を利用して

示した。 
田村は、達成状況について    

は、生徒の様子を観察し、でき  
る限り確かさを伴った方法で見 
取ることが重要であるとしてい  
る(田村 2021)。生徒の授業始め  
と後半の姿を継続的に見取るた 
めに、生徒の発言やプリントに 
記入している内容、そのときの 
表情など、様々な視点で見取る 
ことで評価の妥当性を向上させ 
た(図３)。今回の授業では、評 
価規準を「最大公約数・最小公倍数を多面的に考察することができる。」と設定した。そのため、机

間指導をしながら、どのくらいの生徒が最大公約数を、素因数分解を利用せずに求めているのか(別の

見方からも考察しているか)という視点で確認をすることができた。具体的な評価規準を設定すること

で評価の妥当性が向上し、適切な選択をすることができると考える。 
 

事前の小テストを生かして授業を実施することにより、生徒の意欲の向上や、授業問題の改善につ

なげることができた。今後は、生徒の理解の質を問うような問題作りを一層進めることで、さらに効

果的に指導をすることができると思われる。例えば、最大公約数・最小公倍数の問題での失点につい

て、言葉の意味が分からないことによる失点だったのか、意味は分かった上でそれを数式で表現する

ことができないことによる失点だったのか、誤った解法を適用してしまったことによる失点だったの

か(最小公倍数は２数をかけて求められるなど)など、生徒のつまずきがどこにあるのかを適切に把握

できるような問題を作成できると、さらに生徒の課題に効果的に対応できる。テストの正答率だけに

図２ 集合の考え方を用いた生徒のまとめ 

図３ 配付プリントへの生徒の記述 



とらわれず、生徒が主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、多面的に問題を捉えることができる

ように、問題作りを工夫する必要がある。 

 

また、テストの結果を利用した指導法についても、今後さらに研究が必要である。現状の課題を把

握したところで、それを克服するための活動を教師から促すことができなければ、効果は十分に得ら

れない。グループ活動での教え合い、教師の声かけ、解けている生徒から全体への発表など、様々な

活動の中でどれを実践するのが効果的かを測る研究は、引き続き行う必要がある。 

さらに、生徒の課題把握についても改善点があった。今回、研究授業を行う際、事前の小テストで

正答率が50％であった問題について、ある教師は「ある程度の生徒が解けている」と捉え、別の教師

は「解けている生徒が少ない」と捉えていた。それぞれの教師の認識だけに頼った指導にとどまって

しまうと、指導の成果を適切に評価することができない。あらかじめ、科目ごとに生徒の達成目標を

決めておく重要性も今回改めて認識できた。以上の課題について、今後も継続的に研究を進めていく

ことが望まれる。 
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別紙１「小テストの内容と生徒の記述」 

 


